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❷年頭あいさつ
�活力ある秋田

秋田公立美術大学
理事長・学長

霜鳥  秋則 氏

謹賀新年

〜新たな挑戦で元気創出〜
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新年のあいさつ

秋田商工会議所

会頭  三浦  廣巳

　明けましておめでとうございます。
　皆様とともに新しい年を迎えられましたことを、
心よりお慶び申し上げます。
　昨年は多くの災害がありました。被災地ではまだ
復興の最中であり、心よりお見舞い申し上げます。

　国際経済は、米中貿易摩擦をはじめ様々な問題が
次々と起き、我々の経営環境にも影響を及ぼしてお
ります。国内では平成から新しい時代へと変わる年
になり、10月からは消費税率が10％となるなど、中
小企業にも変化に対応した新たな取組が要求され
ます。この激変の中、しっかりと地に足を着け、中
小企業としての在り方を認識し、それぞれの企業の
強化、成長を目指さなければなりません。我々商工
会議所は、挑戦する企業、経営者をしっかりと応援
していきます。特に、喫緊の課題である後継者問題
に真正面から取り組みます。会員企業に事業承継
の推進を積極的に働き掛けるとともに、事業引継ぎ
支援センターを活用し、金融機関や関係機関と連携
を深め対応します。また、国の動きを注視しながら、
日商と連携して働き方改革や消費税率引上げへの
対応が円滑に進むよう、会員企業の相談にきめ細か
く対応してまいります。

　海外との関係では、台湾からの定期チャーター便
が就航することになりました。台湾との中長期的戦
略が立てやすくなり、秋田からのアウトバウンドも
大いに期待できます。外航クルーズ船の寄港も増
加しており、秋田を訪れる方々へのおもてなしの対
応が急務です。
　中国延辺州、ロシア沿海地方との環日本海経済交
流も6年目を迎えました。今年は韓国・江原道の民
間団体を加えた4地域による、江原道での経済交流
会議の開催が決まっております。また、秋田港とウ
ラジオストク港とのコンテナ航路の実現に向け、コ
ンテナ貨物を拡大するために大事な年となります。
　環日本海経済交流に留まらず、台湾やタイ、マレ

ーシアなどアセアンの国々との交流も活発に行う
予定です。特に、外国からの人材活用を積極的に進
めるための元年とし、会員企業が安心して受け入れ
ることができるような仕組みづくりを進め、人手不
足問題の解決を図ってまいります。

　秋田の顔である中心市街地の活性化は、長期にわ
たる当所の大目標です。秋田駅前から産業会館跡
地までの街区全体の活性化に向かって、それぞれの
エリアの開発を積極的に進めます。時間はかかりま
すが、まちづくりは世代を超えて成し遂げるべきも
のです。多くの人の夢の実現のために進めてまいり
ます。賑わいの創出では、今年で4回目を迎える「こ
れが秋田だ！食と芸能大祭典」を開催します。秋田
の新しい祭りとして、県内 25市町村の心意気を見
ていただきたいと思います。千秋公園、広小路、エ
リアなかいちが一体化し、このスペースを有効活用
したイベントを創り出していくことが、中心市街地
の元気の創出につながります。

　今年は、ラグビーワールドカップの開催年です。
東北では釜石で2試合が行われます。県、市、秋田
県ラグビーフットボール協会と協力しながら、フィ
ジー代表チームのキャンプ誘致を進めています。
来年の2020年東京オリンピック・パラリンピック
のキャンプは、タイのバトミントン、デンマークの
水上スキー、タイのボッチャの県内実施が既に決定
しており、さらにホストタウンとして７人制ラグビ
ーフィジーチームを招聘したいと考えております。
これを機会にフィジーとのラグビー交流、観光・経
済交流を一層推進してまいります。

　たくさんの課題を抱えた一年ではありますが、私
たちの考え方と行動で地域は変わります。中小企業
の経営者として、私たちの故郷、次世代を担う子供
たちを育んでいく秋田を自らの手で創造しましょう。
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日本商工会議所

会頭  三村  明夫

年頭所感

明けましておめでとうございます。
平成31年の新春を迎え、謹んでお喜び申しあげ

ます。
各地商工会議所の皆さまにおかれましては、各地

域の経済の発展、また日本商工会議所の諸事業に対
して、日頃から一方ならぬご支援・ご協力を賜り、
年頭に当たり厚く御礼申しあげます。

世界経済は、ＩＭＦによれば、2018年の経済成長
率はプラス3.7％を維持するものの、2019年の見通
しはプラス3.9％からプラス3.7％に下方修正されま
した。これは、主に米国トランプ政権の保護主義的
な貿易政策が、米中貿易摩擦などの形で徐々に具体
化してきたことなどを反映したものであり、さらな
る下方修正リスクもないとは言い切れません。

一方、わが国の国内情勢に目を転じれば、依然と
して個人消費に力強さを欠くものの、経済が引き続
き緩やかな拡大傾向を続ける中で、需給ギャップも
一昨年よりプラスに転じ、賃金も上昇を続けてお
り、もはやデフレではない状況に達したといえます。
今こそ、わが国の構造的課題の解決に向け、サプラ
イサイドの経済政策を推し進めるとともに、社会保
障の持続可能性の向上と財政健全化にも取り組む
べきであります。

内外情勢がこのように大きく変化する中、民間企
業も自己変革に取り組まねばなりません。不確実・
不透明な時代であるからこそ、企業経営者は目の前
の課題をむしろチャンスとして前向きに捉え、自ら
果敢に挑戦すべき時を迎えています。

そうした中、われわれ商工会議所は、地域の経営
者に寄り添いながら、変化の波を新たな成長へとつ
なげていく動きを後押しする使命があります。

私もまた、「中小企業に日本の課題が最も早く押
し寄せる故に、中小企業の課題を解決することが日
本経済の成長に直結するものだ」との信念の下、以
下の課題を掲げ、重点的に取り組んでまいりたいと
思います。

１点目は、「人手不足への対応と生産性向上」に
向けた取組です。人手不足が中小企業の最大の経
営課題となっている今、人材の確保・定着や生産性
の向上に最優先に取り組まなくてはなりません。女
性・高齢者・外国人など、多様な人材の活用や働き

方改革の推進、IoT、AI など革新的技術の活用を通
じて生産性の向上を図っていただけるよう、すそ野
の広い支援事業を積極的に展開してまいります。

２点目は、「中小企業の活力強化と地方創生」へ
の取組です。経営者の高齢化や後継者不足により、
中小企業の廃業数は増加を続けています。昨年、事
業承継税制が抜本拡充されたことをテコに、円滑な
事業承継を支援し、価値ある事業の存続を図るとと
もに、新たな創業も促していかなくてはなりません。
国の支援施策もフル活用させていただき、地方銀行
などの協力も得ながら、引き続き円滑な事業承継、
創業支援に取り組んでまいります。また、地域資源
などを活用した観光振興、中小企業の海外展開な
ど、域外需要の獲得と真の地方創生に向けてさらに
取組を強化してまいります。

特に本年は、日本が議長国を務める G20サミッ
トやラグビーワールドカップが予定されており、ま
た2020年には、いよいよ東京オリンピック・パラリ
ンピックの開催を迎えるなど、世界的なビッグイベ
ントが続きます。これらは、わが国の魅力を世界に
アピールする絶好の機会であり、インバウンドのみ
ならず国内観光を含めた観光振興により、地域活性
化に尽力してまいりたいと思います。

３点目は、2019年10月1日に予定されている「消
費税率引上げ」への対応です。消費税率引上げ前後
の需要変動に対する平準化対策に関しては、取引価
格への円滑な価格転嫁が大前提であり、そのために
は中小事業者への十分な配慮と支援が必要です。
また軽減税率に関しては、導入まで残り１年を切っ
ている中で、昨年の調査で多くの事業者が未だ準備
に取り掛かっていない状況が明らかになりました。
これまでも多くの商工会議所で説明会・相談会を
実施してきましたが、引き続き国との連携を密にし、
広報活動や事業者からの相談などに取り組み、事業
者の円滑な対応を支援してまいります。

最後に、今春には天皇陛下がご譲位され、「平成」
が終わり新しい時代の幕開けとなります。日本商工
会議所は「未来を拓く商工会議所」として、全国515
商工会議所のみならず、青年部、女性会との連携も
今まで以上に強化し、前述の課題解決に尽力すると
ともに、企業、地域、ひいては日本経済の持続的成
長の実現に向けて全力で取り組んでまいります。
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謹 賀 新 年 〈順不同〉
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　明けましておめでとうございます。
　皆様におかれましては、健やかな新春をお迎えの
ことと、心からお慶び申し上げます。
　昨年の県内経済は、製造業で電子部品・デバイス
や木材製品等が好調だったほか、設備投資にも活発
な動きが見られた一年となりました。
　秋田商工会議所におかれましては、企業競争力強
化に向けた経営指導に取り組まれたほか、中心市街
地の活性化等の功績が認められ、「全国商工会議所
きらり輝き観光振興奨励賞」を受賞するなど、総合
経済団体としてご尽力いただきました。
　さて、我が国は現在、本格的な人口減少時代の到
来に伴う外国人材の受入拡大に向けた動きや、最先
端のイノベーションによる生産性革命、そして保護
主義の台頭に伴い激動化する国際情勢にあって、大
きく時代が転換する節目を迎えようとしています。
　こうした中、県では、スタートから２年目となる

「第３期ふるさと秋田元気創造プラン」に基づき、人
口減少社会の克服への取組を加速させるとともに、

成長分野への参入促進や地域の中核となる企業の
育成等に取り組んでまいります。
　また、「あきたの企業元気づくり指針」において、
小規模企業者の振興、働き方改革の推進による人材
の育成や確保、第４次産業革命への対応を重要な視
点とし、意欲を持って経営に取り組む企業を強力に
支援することとしております。
　今年は、台湾との定期チャーター便の通年運航に
加え、人気の高い「クイーン・エリザベス」の初寄港
が予定されるなど、新たなビジネスチャンスが到来
します。
　秋田商工会議所におかれましては、本県経済活性
化の牽引役としての役割を果たしていただくようご
期待申し上げるとともに、会員企業の皆様には、行
政の施策等も十分に活用し、事業発展にチャレンジ
いただきたく期待申し上げます。
　結びに、新しい年が皆様にとって、希望に満ちあ
ふれた飛躍の年となりますようご祈念申し上げ、年
頭のごあいさつといたします。

年頭のごあいさつ
秋田県知事

佐  竹  敬  久
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謹 賀 新 年 〈順不同〉
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奥羽住宅産業株式会社
0120-444-877
URL http://www.o-u.jp/

バリトン伊藤さん

★もちは餅屋へおまかせ！★

住宅リフォームのプロ集団

★もちはもち屋へおまかせ★
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　明けましておめでとうございます。
　皆様におかれましては、健やかに新春をお迎えの
こととお喜び申し上げます。
　また、日頃より本市の産業振興をはじめ、市政万
般にわたり多大なるご貢献を賜っておりますことに
厚く御礼を申し上げます。
　昨年は、県・市連携文化施設の整備が本格的に
スタートしたほか、ＡＢＳ秋田放送の新社屋やＪＲ
秋田ゲートアリーナ、学生向けマンション、さらに
は多世代共生型のＣＣＲＣマンションの建設など、
秋田駅周辺での民間主体の様々なまちづくりの動き
が見られました。
　一方で、人口減少と少子高齢化の進行による国内
市場の縮小に加え、国際化や情報化の進展による競
争の激化など、中小企業を取り巻く環境は厳しさを
増しており、本市においても、事業者の高齢化や後
継者不足等が大きな課題となっています。

　こうした中、本市産業の育成と雇用の創出には、
中小企業のさらなる振興が不可欠であることから、
本市では中小企業振興の基本理念や施策の基本事
項などを定めた「秋田市中小企業振興基本条例」を
昨年 12月に制定したところであり、今後は、貴会議
所をはじめ、企業や大学、市民等との連携を図りな
がら、本市経済の持続的な発展と市民生活の向上に
努めてまいります。
　また、企業誘致による新規雇用の創出やアンダー
40正社員化促進事業などにより雇用の安定と質の
向上を図り、若者の地元定着などの人口減少対策に
も鋭意取り組んでまいりますので、引き続き、皆様
からのお力添えを賜りますようお願い申し上げます。
　結びに、秋田商工会議所のさらなるご発展と会員
の皆様のご活躍ならびにご健勝を祈念申し上げ、年
頭のあいさつといたします。

年頭あいさつ
秋田市長

穂  積　  志
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副会頭  佐野  元彦 副会頭  石井  資就

キーワードは「多様性」 変革そして大転換期

　明けましておめでとうございます。
　「カナノウ旋風」が吹き荒れた夏が、まだ記憶に新
しいところですが、昨年末には、「男鹿のナマハゲ」
が、ユネスコ無形文化遺産に登録されました。人口
減少・少子高齢化問題ばかりが取り沙汰される本
県にとって、まさに「輝ける未来」を感じる出来事
が多い1年でありました。一方で、県内外において、
未曾有の自然災害に見舞われた年でもあります。災
害に強い街づくりは、私ども商工業者としても、よ
り一層向き合わなければならない課題です。県民人
口が100万人を切った今、先人から受け継いだ財産
を次代に残すべく、行政との協力体制の強化を図
り、県民一丸となった「変革」が必要です。東京オ
リンピック・大阪万博の開催を目前に、大転換期を
迎えております。本年も、県内経済をより良きもの
とするため、会員諸氏と一致団結し、全力でまい進
する所存でございます。
　どうか宜しくお願い申し上げます。

　明けましておめでとうございます。
　昨今、一億総活躍社会、働き方改革、外国人労働
者の受入れ、所得・資産に応じた負担等々、国の将
来を見据えた政策議論が活発になってきました。言
うまでもなく、その背景にあるのは、人口構造の変
化（総人口減少、長寿人口増加、生産年齢人口減少）
です。人口増加時代の常識を捨てて、新たなパラダ
イムを創っていかなければなりません。
　性別、年齢、国籍、ハンディキャップの有無、中
央と地方などで区別するのではなく、様々な属性を
個性と捉えて、個性に応じた役割分担と連携協働の
社会、即ち「多様性」を重んじるパラダイムへのシフ
トが重要です。人口構造変化の荒波を真っ先に突
っ切っていかなければならない秋田にとって、挑戦
しがいのある課題だと思いませんか？
　新たな視点や発想で未来を創造する一年にして
まいりましょう。
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猪突猛進

副会頭  辻  良之

秋田らしく独創的に！

副会頭  佐藤  裕之

　明けましておめでとうございます。

　今年は亥年です。猪というと「猪突猛進」という

言葉がすぐ思い浮かばれますが、周囲の人のことや

状況を考えずに、一つの目標を目指して猛烈な勢い

で突き進むということで普段はあまり良い意味では

使われておりません。しかし今の私たちの置かれた

環境を考えますと、がむしゃらに前に突き進んでい

くことも必要なことではないかなと思えます。

　今年は昨年流行った「忖度」という言葉と「猪突

猛進」を上手く使い分けながら、何事にも積極的に

取り組んでいく姿勢を示し、皆様と共に行動する一

年にしたいと存じます。

　今年もどうぞ宜しくお願い致します。

　秋田犬、金農、なまはげ。昨年は、秋田の存在感
が大いに高まった一年でした。秋田の良さや実力
に改めて気づき、自信に繋がった人も多かったこと
でしょう。秋田には、他にはない優れた地域資源や
力がまだまだ眠っているはずです。人口減少待った
なしの今、秋田ならではの資源や力を活かすこと、
人真似ではなく秋田にしか出来ないことを徹底的に
追求すること、つまりは「独創的」であることが強く
求められています。稀代の経営者、アップルのステ
ィーブ・ジョブスは、次の言葉を残しています。
Your time is limited, so don’t waste it living 
someone else’s life.（あなたの持ち時間は限られて
いるのだから、それを他人の人生を生きることで浪
費してはいけない。）自分らしく、秋田らしく…
　今年も頑張りましょう。
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佐  

藤  

隆  

夫

秋
田
市
山
王
三
丁
目
二
番
一
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
一
八
）八
六
三
─

一
二
二
一

秋
田
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
　
近
　
江
　
則
　
夫

秋
田
市
八
橋
南
二
丁
目
四
─
一
七

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
一
八（
八
六
四
）八
九
六
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
一
八（
八
六
五
）〇
九
二
二

秋
田
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
株
式
会
社

秋
田
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
株
式
会
社

地
球
環
境
の
保
護
と

住
環
境
の
充
実
を
目
指
し
て

地
球
環
境
の
保
護
と

住
環
境
の
充
実
を
目
指
し
て

代
表
取
締
役
社
長　

畠　

山　

紀　

夫

秋
田
市
寺
内
字
三
千
刈
一
一
〇
─
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
一
八
）八
八
八
─

三
五
〇
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
一
八
）八
八
八
─

三
五
〇
五

協同
組合

〒010-0001 秋田市中通四丁目７番35号�

☎018-833-1855 ㈹
http://www.akitashiminichiba.com/

プロの目利きが光る！
信頼の品揃え！

理事長   進 藤 政 弘

秋田市民市場

代
表
取
締
役
社
長　

相　

場　

栄　

利

秋
田
市
楢
山
登
町
一
─
二
〇

☎
八
三
三
─
八
七
六
六
㈹

代
表
取
締
役 　

開 　

發 　

邦 　

彦

屋
上
防
水
・
外
装
仕
上
設
計
施
工

防
水
関
連（
Ｏ
Ｋ
ド
レ
イ
ン
・
バ
ー
ド
ブ
ロ
ッ
ク
）
製
造
・
販
売

開

發

株

式

会

社

〒
〇
一
〇
─
〇
九
四
一  

秋
田
市
川
尻
字
大
川
反
一
七
〇
─
一
九
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
八
（
八
二
四
）
二
二
三
三
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
八
（
八
六
四
）
六
八
八
八

県
南
支
店  

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
八
二
（
三
二
）
八
二
六
六
㈹

愛
飲
御
礼
。

 

ザ
・
プ
レ
ミ
ア
ム
・
モ
ル
ツ

サ
ン
ト
リ
ー
酒
類
株
式
会
社

秋
田
市
中
通
二
丁
目
三
─
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
一
八（
八
三
六
）
一
八
九
九

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
一
八（
八
三
六
）
一
〇
〇
九

秋
田
支
店
長  

　
林
　
　
　
真
　
司

代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長
　甲
斐  

博
之

辻
・
本
郷
税
理
士
法
人

秋
田
事
務
所

社
員
税
理
士　

 

伊　

勢　

準　

造

秋
田
市
山
王
沼
田
町
六
─
三
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
一
八
）八
六
二
─
三
〇
一
九

野
村
證
券
㈱
秋
田
支
店

支
店
長 　

斎　

藤　

孔　

一

秋
田
市
中
通
四
丁
目
二
番
七
号

☎（
〇
一
八
）
八
三
一
─
二
一
一
一
㈹

畠 

山 

禎 

久

秋
田
支
店
長　

岡　

田　
　
　

淳

秋
田
市
大
町
三
丁
目
三
番
一
五
号

電
話
番
号 

〇
一
八 

︱
八
六
二 

︱
八
四
二
一

秋
田
市
卸
町
三
丁
目
４
番
１
号

〇
一
八（
八
六
四
）一
五
六
一

北
畠 

寿
人

医療とICTをつなぐ 秋
田
駅
ビ
ル

ト
ピ
コ
・
ア
ル
ス

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
秋
田

秋
田
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ル
株
式
会
社

秋
田
市
中
通
七
丁
目
二
─
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
一
八
）
八
三
一
─
二
二
二
五

代
表
取
締
役
社
長　

木　

村　
　
　

仁

秋
田
市
大
町
三
丁
目
三
番
三
六
号

☎（
〇
一
八
）
八
六
二
─
三
二
五
一

秋
田
市
山
王
六
丁
目
一
六
番
一
九
号

長
門
第
二
ビ
ル
１
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
八
（
八
六
二
）
一
四
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
八
（
八
六
五
）
二
七
九
四

代
表
取
締
役　

長　

門　

孝　

一

新
三
井
産
業
株
式
会
社

〒
010-
0951



❸
年
頭
あ
い
さ
つ

❺
年
頭
あ
い
さ
つ

❼
年
頭
あ
い
さ
つ

❾
年
賀
広
告

�
年
賀
広
告

�
年
賀
広
告

�
会
議
所
レ
ポ
ー
ト

�
新
議
員
さ
ん
の
横
顔

謹 賀 新 年
〈順不同〉

執
行
役
員  

秋
田
支
社
長

菊　

地　
　
　

正

〒
〇
一
〇
︱
〇
〇
〇
一

秋
田
市
中
通
七
丁
目
一
─
一

代
表
取
締
役
社
長　

近　

藤　

嘉　

之

秋
田
市
卸
町
四
─
八
─
九

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
一
八
）
八
六
三
─
三
六
一
一
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
八
）
八
六
三
─
三
六
〇
二

本
社
工
場  

秋
田
市
川
尻
町
字
大
川
反
170
─
82

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

〇
一
八
─
八
六
四
─
四
五
〇
〇

〒
010-
0941

株
式

会
社

　

誰
か
ら
も
好
ま
れ
る
素
朴
な
味

『
カ
オ
ル
サ
ブ
レ
』

千
代
田
興
業株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
　

藤  

澤  

正  

義

秋
田
市
川
尻
町
字
大
川
反
一
七
〇
─
四
九

℡ （
０
１
８
）
８
６
４
─
６
２
０
０
㈹

U
R

L  http://w
w

w.k-chiyoda.jp

『 

改
革
・
改
善 

』

株
式
会
社  
友
愛
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役　

小　

畑　
　
　

悟

秋
田
市
山
王
三
丁
目
一
番
七
号

℡ 

０
１
８
（
８
２
３
）
１
２
５
１

〒010−1415
秋田市御所野湯本 4 − 1 − 4
TEL（018）826 − 1181
FAX（018）826 − 1182

株式会社
五十鈴製作所秋田工場

株
式
会
社

秋
田
グ
ラ
ン
ド
リ
ー
ス

代
表
取
締
役 　

東
海
林　

利　

夫

秋
田
市
大
町
二
丁
目
四
番
四
四
号

電
話（
〇
一
八
）八
六
三
─
八
三
六
九

株
式
会
社 

イ
ト
ー
鋳
造

 

代
表
取
締
役  

　
伊
　
藤
　
源
　
通

秋
田
市
川
尻
町
字
大
川
反

一
七
〇
番
地
七
三
号

ＴＥＬ
〇
一
八
（
八
〇
一
）
一
一
〇
〇

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
秋
田
株
式
会
社

辻
　
本
　
光
　
雄

秋
田
市
卸
町
四
丁
目
九
番
二
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
一
八︲
八
八
八
︲
二
三
〇
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
一
八︲
八
八
八
︲
一
一
一
〇

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社   

秋
田
放
送

本 

社 

010
─

8611 

秋
田
市
山
王
七
丁
目
九
─
四
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
一
八
）八
二
四
─
八
五
三
三（
総
務
部
）

立
　
田
　
　
聡

代
表
取
締
役

社

長

代
表
取
締
役
社
長　

内　

村　

和　

人

本 　

社　
　
　

秋
田
県
秋
田
市
旭
北
錦
町
１
─

14

電
話
０
１
８
─

８
６
５
─

０
６
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
８
─

８
６
５
─

０
６
１
２

東
京
支
店　
　
　

東
京
都
豊
島
区
池
袋
２
丁
目
43
─
３
田
村
ビ
ル
３
階

電
話
０
３
─

５
９
４
４
─

８
４
６
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
─

５
９
４
４
─

８
７
７
５

仙
台
支
店　
　
　

宮
城
県
仙
台
市
太
白
区
八
木
山
東
１
丁
目
16
─
13

電
話
０
２
２
─

３
９
８
─

８
１
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
２
─

３
９
８
─

８
１
５
２

大
洋
ビ
ル
管
理
株
式
会
社

〒
010
│

0923

〒
171
│

0014

〒
982
│

0002

e-mail:taiyo-somu1@nifty.com

代
表
取
締
役　

大　

内　

睦　

子

秋
田
市
中
通
二
─

三
─

八（
ア
ト
リ
オ
ン
ビ
ル
８
階
）

☎
０
１
８（
８
３
２
）６
７
８
９

０
１
８（
８
３
２
）６
８
６
４

秋
田
銘
菓

秋
田
管
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長　

本　

多　

秀　

文

秋
田
市
山
王
臨
海
町
３
─
18

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
一
八
）八
六
二
─
六
一
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
一
八
）八
二
四
─
五
六
八
五

官
公
需
適
格
組
合

『
カ
デ
ル
』

�
ユ
ア
テ
ッ
ク

執
行
役
員
支
社
長　

阿　

部　

克　

彦

秋
田
市
川
尻
町
字
大
川
反
二
三
三
─
九

☎
（
〇
一
八
）
八
六
二
─

三
八
二
一
㈹

秋
田
支
社

公
益
社
団
法
人
秋
田
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

会　
　

長　
　
　

赤　

上　

信　

弥

秋
田
市
寺
内
蛭
根
一
丁
目
一
五
─
二
十

☎
（
〇
一
八
）
八
六
三
─
五
三
三
一

東
北
電
気
保
安
協
会

秋

田

事

業

本

部

事
業
本
部
長
　
佐
　
藤
　
勝
　
男

秋
田
市
寺
内
字
三
千
刈
八
一
─
二

☎   

（
〇
一
八
）
八
六
三
─
一
九
八
六

確
か
な
点
検
で
省
エ
ネ
を
サ
ポ
ー
ト

一
　
　
般

財
団
法
人

http://www.marusui-akita.co.jp/

代
表
取
締
役
社
長　

鈴　

木　

信　

夫

秋
田
市
外
旭
川
字
待
合
二
八
番
地

☎
〇
一
八（
八
六
九
）五
三
一
一
㈹

丸
水
秋
田
中
央
水
産
株
式

会
社



❷
年
頭
あ
い
さ
つ

❹
年
頭
あ
い
さ
つ

❻
年
頭
あ
い
さ
つ

❽
年
賀
広
告

�
年
賀
広
告

�
年
賀
広
告

�
活
力
あ
る
秋
田

�
会
議
所
レ
ポ
ー
ト

謹 賀 新 年
〈順不同〉

執
行
役
員�

工　

藤　

和　

典

秋
田
支
店
長　
　
　

秋
田
市
山
王
五
丁
目
十
五
番
六
号

〒
010-
0951

株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

桜　

井　
　
　

元

秋
田
市
川
尻
町
字
大
川
反
二
三
三
─
二
〇
九

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
一
八
）
八
六
六
─
五
一
一
一

秋
田
支
社
長
　
㓛
　
刀
　
俊
　
英

秋
田
市
中
通
二
丁
目
四
番
十
九
号

コ
マ
ツ
秋
田
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長　

辻　
　
　

良　

之

代
表
取
締
役
社
長　

金　
　
　

義　

郎

秋
田
市
川
尻
大
川
町
９
番
48
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
一
八
─

八
六
五
─

一
三
三
〇

所　

長　

三　

沢　

直　

樹

秋
田
市
山
王
三
丁
目
一
番
二
三
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
一
八
─

八
六
二
─

四
三
六
三

鹿
島
建
設
株
式
会
社

秋
田
営
業
所

理
事
長 　

北　

林　

貞　

男

秋
田
市
南
通
亀
の
町
四
番
五
号

☎（
〇
一
八
）
八
三
一
―
三
五
五
一

秋
田
県
信
用
組
合

会　

長　
　

齊　

藤　

健　

悦

秋
田
市
旭
北
錦
町
一
番
四
七
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
一
八
）
八
九
六
─
七
三
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
八
）
八
九
六
─
七
三
六
七

一
般
社
団
法
人 東

北
発
電
工
業
株
式
会
社

秋
田
支
社

〒
〇
一
一
―
〇
九
一
一

秋
田
市
飯
島
字
古
道
下
川
端
二
一
七
―
六

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
一
八
）八
四
五
―
四
七
〇
七

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
一
八
）八
四
六
―
八
四
六
六

理
事
支
社
長
　
藤
　
原
　
雅
　
也

www.kourin.net

株式会社　水屋光琳
代表取締役　鈴木  清

秋
田
市
楢
山
川
口
境
一
─

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
八
─
八
三
二
─
六
五
九
五

取
締
役
支
社
長
　

高  

橋  

秀  

則

理
事
長
　
三
　
浦
　
廣
　
巳

〒
〇
一
〇
︱
〇
九
二
一

秋
田
市
大
町
二
丁
目
二
︱
一
二

イ
ー
ホ
テ
ル
秋
田
１
階

☎
〇
一
八
︱
八
二
四
︱
一
二
一
一

秋
田
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

心
む
す
ん
で 

ひ
ら
い
て 

秋
田

公
益
財
団
法
人

株
式
会
社

都

市

整

備

取
締
役
会
長
　
賢
　
木
　
新
　
悦

秋
田
市
川
尻
み
よ
し
町
十
一
番
一
号

☎
（
〇
一
八
）八
六
二
─

六
一
一
一

仙
台
・
横
手
・
大
仙
・
青
森

み
ず
ほ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ

み
ず
ほ
証
券
株
式
会
社
秋
田
支
店

支
店
長
　
浅
　
場
　
　
　
敦

　
　
　
　
〒
〇
一
〇
─
〇
〇
〇
一

秋
田
市
中
通
二
丁
目
五
番
二
十
一
号

電
　
話
〇
一
八（
八
三
二
）五
五
七
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
八（
八
三
四
）八
一
九
四

秋
田
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
�

代
表
取
締
役
社
長　

山　

田　

芳　

浩

秋
田
県
秋
田
市
雄
和
椿
川
字
山
籠
四
九

☎
（
〇
一
八
）
八
八
六
─
三
三
六
六

http://www.akita-airport.com

秋
田
工
場
長

山
　
邉
　
義
　
貞

秋
田
市
向
浜
二
丁
目
一
番
一
号

取
締
役
相
談
役
　
蒔
　
苗
　
昭
三
郎

代
表
取
締
役
会
長
　
辻
　
　
　
良
　
之

代
表
取
締
役
社
長
　
吉
　
田
　
　
　
進

秋
田
市
川
尻
町
字
大
川
反
一
七
〇
─

九
二

秋
田
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

辻
兵
商
事
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

辻　
　
　

良　

之

秋
田
市
大
町
二
丁
目
四
番
三
二
号

☎（
〇
一
八
）
八
六
四
─
〇
二
一
五

大

　渕

　宏

　見

　
〒
〇
一
八
―
一
四
一
四

秋
田
県
潟
上
市
昭
和
豊
川
槻
木
字
槻
一
三
―
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
一
八
）
八
七
七
―
三
〇
二
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
八
）
八
七
七
―
三
九
八
六

取
締
役
社
長 

　
　
平
　
野
　
久
　
貴

代
表
取
締
役
社
長　

松　

本　

真　

生

秋
田
市
御
所
野
湯
本
三
丁
目
一
番
七
号

☎（
〇
一
八
）
八
八
九
─
八
七
〇
〇

秋
田
ダ
イ
ハ
ツ
販
売
㍿



❸
年
頭
あ
い
さ
つ

❺
年
頭
あ
い
さ
つ

❼
年
頭
あ
い
さ
つ

❾
年
賀
広
告

�
年
賀
広
告

�
年
賀
広
告

�
会
議
所
レ
ポ
ー
ト

�
新
議
員
さ
ん
の
横
顔

謹 賀 新 年
〈順不同〉

秋
田
市
旭
北
栄
町
一
─
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
一
八
）八
六
五
─
二
九
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
一
八
）八
六
五
─
二
九
三
二

千　

葉　

利　

昭

千
成
会
理
事
長

院　
　
　
　

長

歯
科
・
小
児
歯
科
・
歯
科
口
腔
外
科

　
　
旭
北
歯
科
医
院

医
療
法
人

千
成
会 代

表
理
事　

金　

森　

幸　

志

秋
田
市
寺
内
字
三
千
刈
一
二
〇
番
地
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
一
八
）八
六
七
─

八
五
五
一
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
八
）八
六
七
─
八
五
五
〇

協
業
組
合

三
交
モ
ー
タ
ー
ス
商
会

秋
田
シ
ー
ル
印
刷
�

代
表
取
締
役
会
長　

小
笠
原　

康　

友

代
表
取
締
役
社
長　

小
笠
原　
　
　

隆

秋
田
市
茨
島
二
─
一
四
─
八

☎
八
六
二
─
三
七
二
七

シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル
・
ス
ク
リ
ー
ン
印
刷

株
式

会
社 

ホ
ク
シ
ン
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

代
表
取
締
役
会
長　

佐　

藤　

辰　

衛

代
表
取
締
役
社
長　

佐　

藤　

宗　

樹

本
社  　
　

秋
田
市
牛
島
東
一
丁
目
十
一
番
八
号

電　

話
〇
一
八
（
八
三
七
）
〇
八
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
八
（
八
三
七
）
〇
八
一
二

〒
010-
0062

代
表
取
締
役  

　
池
　
田
　
晃
　
司

本
社 

由
利
本
荘
市
川
口
字
八
幡
前
２
６
１

電
　
話 

０
１
８
４
（
２
２
）
２
２
２
８

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
１
８
４
（
２
２
）
８
５
６
４

h
ttp

：w
w

w
.ikeyaku.co.jp/

〒
010
─

0956
秋
田
市
山
王
臨
海
町
一
─
一（
秋
田
魁
新
報
社
５
Ｆ
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
八
─
八
六
二
─
七
九
二
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
八
─
八
六
二
─
九
一
八
六

URL http://www.adnet-sakigake.com/
E-mail adbrain@adnet-sakigake.com

秋
田
魁
新
報
社
デ
ザ
イ
ン
ル
ー
ム

代
表
取
締
役
社
長　

太　

田　
　
　

聡

サ
キ
ガ
ケ・ア
ド・ブ
レ
ー
ン

（株） 株
式
会
社  

秋
田
県
分
析
化
学
セ
ン
タ
ー

　
美
し
い
環
境
に
信
頼
と
技
術
で
貢
献
す
る

代
表
取
締
役
社
長
　

今
　
井
　
　
　
一

本
　
　
　
社   

秋
田
市
八
橋
字
下
八
橋
一
九
一
─
四
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
一
八（
八
六
二
）四
九
三
〇

県
南
営
業
所   

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
一
八
二（
三
五
）五
六
九
〇

仙
北
営
業
所   

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
一
八
七（
四
二
）八
〇
一
一

県
北
営
業
所   

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
一
八
六（
六
〇
）一
六
〇
一

仙
台
営
業
所   

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
二
二（
三
九
九
）八
〇
八
五

株
式
会
社

http://www.fm-akita.co.jp

　
　
　
〒
〇
一
〇
─
〇
九
七
三

秋
田
市
八
橋
本
町
三
丁
目
七
番
一
〇
号

電　

話
〇
一
八（
八
二
四
）一
一
五
五

佐　

藤　

誠　

一

代
表
取
締
役

社　
　
　

長

JOPU-FM 82.8MHz

代
表
取
締
役
社
長
　
大
　
島
　
由
　
庸

秋
田
市
向
浜
一
丁
目
一
〇
番
一
号

☎（
〇
一
八
）八
六
三
─
七
七
〇
一

ア
ル
フ
レ
ッ
サ
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
㈱ http://www.malushin.co.jp

株
式
会
社 

マ
ル
シ
ン

代
表
取
締
役　

   

進  

藤  

文  

仁

秋
田
市
泉
南
一
丁
目
２
‐
４

Ｔ
Ｅ
Ｌ (

〇
一
八) 

八
六
三
‐
三
四
五
五
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ (

〇
一
八) 

八
六
二
‐
〇
四
一
一

新
時
代
の
オ
フ
ィ
ス
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て

石
　
田
　
哲
　
治

近
　
藤
　
俊
　
一

地
元
物
流
の
お
役
立
ち
を
目
指
す

○運 

秋
田
運
送
株
式
会
社

秋
田
市
外
旭
川
水
口
一
五
五
―
一

電
話 

〇
一
八–

八
二
四–

一
〇
八
一

〒
010
︲

0802
代
表
取
締
役

会
　
　
　
長

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

小
　林
　淳
　一

総 支 配 人

森  田  健  一

秋田県秋田市中通2-6-1 〒010-0001
☎ （018）832-1111
FAX（018）833-6957

HP http://www.viewhotels.co.jp/akita

代
表
取
締
役　

吉　

田　

喜　

廣

秋
田
市
新
屋
勝
平
町
一
三
─
二
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
一
八
）
八
六
四
─
六
九
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
八
）
八
六
四
─
六
九
九
二

漏
水
か
ら
あ
な
た
の
財
産
守
り
ま
す

㍿
ヨ
シ
ダ
ア
ニ
ー

株
式
会
社
ア
キ
タ
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

〒　
　

秋
田
市
山
王
四
丁
目
５
番
10
号

電　

話
（
〇
一
八
）
八
六
二
─
一
五
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
八
）
八
六
五
─
一
六
八
四

010-
0951

代
表
取
締
役　

岡　

松　

英　

策

秋田から世界の半導体産業を支える
高純度石英ルツボのトップメーカー

事業部長  伊藤 誠人

〒 010-0065
秋田市茨島５丁目１４番３号
ＴＥＬ ０１８－８６２－１６９２
ＦＡＸ ０１８－８２４－２７７２

協
和
石
油
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

荻　

原　

慎
太
郎

秋
田
市
大
町
一
丁
目
３
番
37
号

☎
代
表
八
六
五
︱
二
二
六
一
番



❷
年
頭
あ
い
さ
つ

❹
年
頭
あ
い
さ
つ

❻
年
頭
あ
い
さ
つ

❽
年
賀
広
告

�
年
賀
広
告

�
年
賀
広
告

�
活
力
あ
る
秋
田

�
会
議
所
レ
ポ
ー
ト

〈順不同〉

謹 賀 新 年

TEL 018-866-8666
FAX 018-866-6688
info ＠ kosmos.co.jp

冠婚葬祭

創立30周年

人
の
そ
ば
に
、
夢
の
そ
ば
に
。

秋
田
市
中
通
二
丁
目
２
番
32
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
８
─

８
３
３
─

６
６
１
１
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
１
８
─

８
３
３
─

６
６
１
９

〒
010-
0001

秋
田
市
旭
北
錦
町
一
番
四
七
号

電
　
話（
〇
一
八
）八
六
三
︲
九
〇
一
一

頑
張
る
中
小
企
業
を
応
援
し
ま
す

東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社

秋
田
支
店

支
店
長 　

 

松　

浦　
　
　

寛

秋
田
市
中
通
四
丁
目
四
番
四
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

〇
一
八
─

八
三
六
─

八
五
七
四

秋
田
支
店
長　

佐　

藤　
　
　

謙

秋
田
市
中
通
二
丁
目
四
番
十
五
号

☎（
〇
一
八
）
八
三
五
─
三
一
〇
一

日
本
通
運
株
式
会
社

株
式
会
社

北
日
本
オ
フ
ィ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

顧　
　
　
　
　

問  　

岸　

部　

恵　

一

代
表
取
締
役
社
長  　

岡　

竹　

博　

昭

秋
田
市
卸
町
四
︱
七
︱
七

☎
（
〇
一
八
）
八
六
二
︱
六
一
六
九

本
社
事
務
所 

　
　  

秋
田
県
秋
田
市
雄
和
田
草
川
字
鱸
一
五
五
─
五
五

電
　
話 

〇
一
八 

─
八
八
一
─
三
五
五
五
番

〒
010-
1201 代

表
取
締
役
社
長
　

葛
　
巻
　
隆
　
逸

代
表
取
締
役　
　

佐　

藤　

博　

明

秋
田
市
新
屋
鳥
木
町
一
番
八
一
号

☎ 

〇
一
八（
八
八
八
）八
五
〇
〇

本社／秋田市外旭川字待合28
TEL018-869-5566 FAX018-869-5181
支店／横 手 ・ 湯 沢 ・ 能 代
　　　 由 利 本 荘・ 盛 岡

秋田卸売市場 青果部

株式会社

代表取締役社長�佐藤文信

ユ
ー
ア
イ
警
備
保
障
株
式
会
社

秋
田
市
山
王
二
丁
目
一
─

五
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
一
八
─

八
六
七
─

一
〇
〇
二

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
一
八
─

八
六
七
─

一
〇
〇
五

代
表
取
締
役 　

小　

畑　
　
　

悟

長
　沢
　秀
　行

学  

長　

  

山　

本　

 

文　

雄

秋
田
市
手
形
学
園
町
一
─
一

電
話
（
〇
一
八
）八
八
九
─
二
二
〇
七

国
立
大
学
法
人

秋
田
大
学

一
〇

Ｌ
Ｅ
Ｔ

八‐

六
八

三‐

〇
五
五
一

一
〇

Ｘ
Ａ
Ｆ

八‐

二
八

四‐

一
五
六
三

役
締
取
表
代

長

社

猿

田

久

知

秋
田
市
山
王
六
丁
目
一
〇
番
九
号

株
式
会
社　

辻　
　
　
　

源

＂生
活
を
楽
し
く
豊
か
に
す
る
＂

　
　
家
庭
日
用
品
総
合
卸
商
社

代
表
取
締
役
社
長　

辻　
　
　

昭　

久

秋
田
市
卸
町
三
丁
目
三
─
七

☎　
八
六
二
─
二
五
三
五

本
社
潟
上  

ＴＥＬ（
〇
一
八
）
八
七
八
─
七
二
六
一

秋
田
営
業
所  

ＴＥＬ（
〇
一
八
）
八
六
四
─
一
六
一
一

解
体
工
事
業
・
産
業
廃
棄
物
収
集
・
一
般
貨
物

浮
田
産
業
輸
送
㈱

代
表
取
締
役
社
長　

水　

沢　
　
　

斡

秋
田
市
外
旭
川
字
待
合
二
八
番
地

☎　
（
〇
一
八
）
八
六
九
─
七
二
二
二
㈹

　
　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
八
）
八
六
九
─
五
一
一
五

  

秋
田
市
公
設
地
方
卸
売
市
場

秋
印
秋
田
中
央
青
果
株
式
会
社

秋田のおみやげ・ご贈答は…

TEL.018-835-3673
http://www.kiritanpo.com



❸
年
頭
あ
い
さ
つ

❺
年
頭
あ
い
さ
つ

❼
年
頭
あ
い
さ
つ

❾
年
賀
広
告

�
年
賀
広
告

�
年
賀
広
告

�
会
議
所
レ
ポ
ー
ト

�
新
議
員
さ
ん
の
横
顔

謹 賀 新 年
〈順不同〉

代
表
取
締
役
　  

佐
田
　
雄
一
郎

http://www.sataken.co.jp

秋
田
市
土
崎
港
相
染
町
字
浜
ナ
シ
山
五
五
―
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ (

〇
一
八)

八
四
六
―
三
〇
九
九

Ｆ
Ａ
Ｘ (

〇
一
八)

八
四
六
―
三
〇
八
八

代
表
取
締
役
社
長 

　
菅
　
原
　
　
　
晟

秋
田
市
山
王
三
丁
目
四
番
二
三
号

℡ （
〇
一
八
）八
八
三
─
〇
二
〇
〇

 株式会社
プレステージ・インターナショナル

秋田BPOキャンパス
代表取締役  玉  上  進  一

 〒010-1633秋田市新屋鳥木町1-172
  TEL 018-888-9333

URL http://www.prestigein.com/

代
表
取
締
役　

竹　

島　

知　

憲

〒
〇
一
〇
─

〇
九
二
一 

秋
田
市
大
町
四
丁
目
二
番
十
一
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
１
８
）
８
６
２
─
６
６
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
１
８
）
８
６
４
─
５
８
７
８

株
式
会
社
料
亭
濱
乃
家

代
表
取
締
役
社
長　

高　

橋　

良　

治

秋
田
市
外
旭
川
字
待
合
二
八

☎
（
〇
一
八
）
八
六
九
─
五
五
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
一
八
）
八
六
九
─
五
五
一
三

丸
果
秋
田
県
青
果
株
式
会
社

役
職
員
一
同

株
式
会
社 

国
際
パ
ト
ロ
ー
ル

代
表
取
締
役
会
長  

齋　

藤　

義　

郎

代
表
取
締
役
社
長  

山　

崎　

里　

史

秋
田
市
仁
井
田
新
田
二
丁
目
四
番
三
号

電　

話 

（
〇
一
八
）
八
八
九
─
九
〇
〇
四

～
信
頼
と
実
績
で
郷
土
を
守
る
～

秋
田
市
商
店
街
連
盟

事
務
局　

秋
田
商
工
会
議
所
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ 
〇
一
八（
八
六
六
）六
六
七
六

会　

長　

佐　

藤　

政　

則

事
務
局　

秋
田
商
工
会
議
所
内

秋
田
市
旭
北
錦
町
一
番
四
七
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
一
八（
八
六
六
）六
六
七
七

秋
田
地
区
エ
ネ
ル
ギ
ー
懇
談
会

会　

長　

三　

浦　
　

廣　

巳

会　

長　

三　

浦　
　

廣　

巳

事
務
局　

秋
田
商
工
会
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秋田銀線細工「　　　　　　　   春 2019」出展のお知らせ
　全国各地の商工会議所が特産品や観光商品のＰＲ・バイヤーとのマッチング商談を行う共同展示商談ブース「feel 
NIPPON 春 2019」（日本商工会議所主催）に、昨年度実施の「秋田市工芸デザインコンペ 2017」入賞デザイン
案に基づき製作された 3 点の商品を出展します。是非、会場まで足をお運びください。

〈出展品目〉	 秋田銀線細工のぐいのみ・ボトルキャップ・シンブル（指貫）
〈会　　場〉	 東京ビッグサイト（東京都江東区有明3－10－1）  ◎秋田商工会議所ブースは「東展示棟3ホール　東3-T24-FN050」
〈開催日時〉	 2019 年 2 月 12 日（火）～ 15 日（金）10:00 ～ 18:00 （15 日は 16:00 まで）
〈入 場 料〉	 無料
　　※�東京インターナショナル・ギフト・ショーのホームページから招待状請求を行うと、当日スムーズにご入場できます。
　　※� 「第 87 回東京インターナショナル・ギフト・ショー春 2019」、「第 25 回グルメ & ダイニングスタイルショー春 2019」も同時開催

〈お問合せ〉秋田商工会議所　企画振興課　ＴＥＬ 866-6679
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Vol.112

秋田に住んでほぼ4年。こんな良いところはないな
というのが今の感想。

正月2日に見るのが初夢とされるけど、以下、何を
思っても「“夢”責任」としてお許しを願いたい。
「秋田には何もない」とはよく言われるけど、外か

らみたらとんでもない。たくさんの良いところだら
け。外からお金が降ってくると「願って」いても始ま
らない。少子高齢化で、そのうち滅亡するような気
分に襲われるのかも知れないが、現状を肯定すると
ころから、見ていこうではありませんか。

都会と比べると、少々足りないと思うかもしれな
いが、逆に「不便」を楽しんだらいかがか。たとえば
新幹線。外の人には新幹線「こまち」で来ることを勧
めましょう。日本で、いや世界で唯一、後ろ向きに走
る高速鉄道だ。盛岡から2時間もかかるのだから駅
弁を楽しめる。人口減だって、江戸時代を思えばそ
んなものかもしれない。昔から、「お米にお酒、秋田
美人」に人情篤いお国柄は、外には内緒で自分たち
だけ楽しもう。りんごやサクランボなどよそに負けな
いだけ美味しいものがある。秋田牛にハタハタや河
豚（ふぐ）までそろうし、海藻の種類も豊富。なまじ
宣伝しない方が神秘性を増して人が見（食べ）に来
る。かつて鎖国した日本は、独自の文化が花開いた。
秋田弁と標準語、それに外国語のひとつも加えたら
トリリンガルな子供が育つ。学力テストだって日本
一だし。
「鎖国」も手だ。外から入ってくる人からは関所で

入国税をいただく。しかし、外国人の旅行者はお土
産を買えば免税でいいから。いっそ秋田は日本から
独立すればいい。国連だって加盟すれば立派な１
票。アメリカやロシアが自国に有利になるよう近寄
ってくれば、賄賂をもらって「国」の収入にしよう。
そして「入り鉄砲に出女」政策で、犯罪のない国づく
りと美人を確保する政策を。

今の秋田は車社会だが、昔に戻ったと思って、歩
く生活を取り戻す。町は、昔ながらの街並みを維持
しつつ、ＬＲＴ（軽量軌道鉄道・秋田市なら、例えば

活力ある秋田

 ■略歴
生年月日	 1947年9月16日
出　　身	 北海道夕張市
専門分野	 教育行政　憲法学
（学歴）
1971年	 北海道大学法学部卒業
（職歴）
1971年	 文部省入省
1988年	 同省学術国際局学術企画室長
1993年	 同省学術国際局研究助成課長
1996年	 文化庁文化部長
1998年	 長岡技術科学大学副学長
2001年	 小山工業高等専門学校校長
2011年	 帝京平成大学教授
2015年	 秋田公立美術大学理事長兼学長（現職） 
（著書） 
『テキスト　教育制度・教育法規』（ジ・アース教育新書、2011
年）、『理系の子に見る日米理科教育の比較』（帝京平成大学児童
学科研究論集第3号、2013年）、『テキスト、育制度・教育法規
（改訂版）』（ジ・アース教育新書、2014年）、『教職・教養のため
の日本国憲法入門』（ジ・アース教育新書、2014年）

初　夢

駅東から御所野、空港までと駅西から県庁、市役所
まで）を走らせ、歩く都市を目指そう。ドイツのフラ
イブルグ市の例がある。中心市街地への車の乗り入
れを原則禁止したので、当初、商店街は猛反対した
そうだが、結果的には売り上げが三倍以上増えたと
いう。人々が商店街を歩きまわる「滞留時間」が伸
び、食事をしてもお酒は飲めるし使う金額も増えた
そうだ。同じコンセプトでアメリカ西海岸のポート
ランドは「全米で一番住みたい町」になったし、フラ
ンスのナントは車道を一車線とし、残りをバス専用
レーンに自転車道と広い歩道を作り、郊外からは駐
車チケットがあれば無料で往復バスに乗れる仕組
み。公共交通機関の利用で、実は健康寿命が延びて
いるそうだ（筑波大学の久野譜也教授の話）。工夫ひ
とつで全世界から見学や調査団がやってくる。

こんな良い「国」になったら、「国外」にいる出身者
に「国籍」を付与、国外在住「国民」として、彼らに

「ふるさと物産」を送ってあげよう。もちろん住民税
相当はいただいた上だが。

ここまでくれば“夢”暴かな。でも初夢だから・・・
自信を持とう、秋田！

霜
しも

  鳥
とり

  秋
あき

  則
のり

 氏秋田公立美術大学　理事長・学長
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三浦会頭を囲み懇談
～商業・工業・理財・専門サービス合同部会～

改善を図るために事業計画書の作成を
～起業者フォローアップセミナー～

IoTの導入事例を学ぶ
～IoT活用セミナー～

課題解決へワンストップ対応
～年末金融等個別相談会～

12／18

12／1812／10

12／4

4部会から57名が参加し、イヤタカで開催。三浦会頭が県内の動向を踏まえて今年を振り返った。「企
業の人手不足が一層深刻化しており、6月には働き方改革関連法が成立した。企業は長時間労働の是正が
求められ、生産性向上のために今までの働き方から革新的に工夫し変えることが必
要となる。また、人手不足を補うため、12月には外国人労働者の受入拡大へ向けた
出入国管理及び難民認定法が改正された。秋田で働いてもらうためには、企業が変
革し、他国や他県との競争を勝ち抜く必要がある。来年は、外国からの人材活用を
積極的に進めるための元年とし、会員企業が安心して受け入れることができるよう
な仕組みづくりを進める」と述べた。
引き続き懇親会では、部会の垣根を越えた活発な異業種交流が図られた。

創業5年以内の
経営者等を対象に、
経営を見直す機会
を提供し経営改善
へつなげるととも
に、経営者同士の
交流を促進するた
め、セミナーを開
催し、10名が参加した。
講師には中小企業診断士の佐瀬道則氏を招き、

「事業計画書の重要性を再確認」をテーマに講話い
ただいた。佐瀬氏は「経営者は会社の実績を常に
把握していなければならない。実績が下回ってい
ればその原因を分析し、課題を整理して対策を練
ることが大切。また、毎年事業計画書を3～5年
先の将来を見据えて作成することが重要である」
と説明した。
引き続き、ケータリングサービスを提供してい
る代表者から起業体験談を発表いただいた。
参加者からは「色々な経営者の方々と知り合う
ことができ、大変勉強になる」といった感想が寄
せられた。

企業の取組を支援しようと、IoT導入事例を交
え活用方法を学ぶセミナーを秋田キャッスルホテ
ルで開催し、県内製造業者等32名が参加した。
はじめに、山形大学客員教授の松田修氏が「情
報と資源をつなげることにより、即時対応や予測
が可能になると言われているが、地方の7割にお
いてはつながっていないことによる遅れが目立ち
つつある。今後は、いつでもどこでもつながり、
サイバースペースをその都度組み入れるAI エイ
ド経営が主流となっていく」と述べた。
続いて、山形航空電子㈱技術部長の和田浩一氏
が導入事例について、「製造工程内の検査情報を画
像やセンサーから入手し解析することにより、重
要寸法の変化を観察しながら状況に応じた処理を
行う用途に役立てている。また、データをアウト
プットし、グループ内の共有データとしてシステ
ム化し、ヒューマ
ンエラーや測定誤
差をなくすため活
用している」と説
明した。

秋田市との共催により第一会館本館で開催し、4社から7案件の相談を受けた。日本政策金融公庫、秋
田県信用保証協会、中小企業診断士の各相談コーナーを設け、創業のための資金調達や今後の事業展開、経
営改善への相談に対応し、課題解決につなげた。
また、当相談会以外でも随時、経営安定特別相談窓
口を開設し、経営に関する様々な相談に応じているの
で是非ご活用ください。

昨年４月開業の
「ボーノ・タカムラ」で開催

三浦会頭

相談件数 経営改善 資金調達等 2

既存事業に対する助言 4

創業相談 資金調達 1
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認定基本計画の一部変更を協議
～第２回中心市街地活性化協議会～

試行錯誤しながらアクションを
～第2回産地ブランドとして秋田銀線細工を考える会～

試作品を改良し展示会出展へ
～第2回秋田銀線細工新商品開発プロジェクト実行委員会～

12／21

12／2112／21

39名が参加し開催。第2期認定基本計画の一部変更などについて協議
し、今年6月にオープンした秋田犬ふれあい処や10月に着工したJR秋田
駅東口の学生マンション等、事業着手の進捗に併せた内容を計画内に盛り
込むことを承認した。来年3月末までに内閣府の了承を目指す。
続いて、県市連携文化施設や旧県立美術館活用の運営管理計画素案、秋
田駅西口駅前広場の改修、中通地区CCRC拠点整備事業等の進捗や、芸

術文化ゾーン活用研究会の取組等について報告があった。
また、当所が中心市街地で行っている秋田市商店街共通駐車券事業について、来年4月より増加する機
械式駐車場に対応したシステムを追加することも報告された。
委員からは「各施設整備も重要だが、歩行者の周遊を促す取組も進めて欲しい」との意見があった。

秋田銀線細工を素材とした新商品開発（ぐいの
み・ボトルキャップ・シンブル）を目的に開催。銀
線細工事業者等16名が参加した。
顧客ターゲット別のヒアリングと、なかいち秋
田銘品館レンタルボックスへの展示を通して、11
月から1ヶ月間ニーズ調査を実施。その結果を参
考に、技術、価格、造形のバランス等の方向性を検
討することとした。
また、2月に東京ビッグサイトで開催する「feel 
NIPPON 春2019」の出展に向け、（公財）あきた
企業活性化センター知財・デザイン支援課の石
川直人氏から、展示会に出展する際のノウハウ
やリスク等について知的財産の側面から情報提
供いただいた。

産地形成により秋田銀線細工の新たな価値の創
造および事業性の向上を図るため、銀線細工事業
者や支援団体等19名が参加し、前回の会議で事業
者等から出された「産地課題」を踏まえた必要なア
クションプランを協議した。
参加者からは、後継者育成に関する環境やシス
テム構築等の中長期的な支援策や取組の必要性、
インバウンドを狙った物販や体験観光等の試行的
なアクション、認知度向上のための広報活動強化
のほか、秋田銀線細工の品質確保等に関する意見
が出された。
東北経済産業局の支援を受けている当会は、産
地としてのビジョン・方針、具体的なアクションプ
ラン等の事業戦略の方向性を示すこととしている。

あけましておめでとうございます
本年も皆様のお役に立てますよう社員一同

頑張ってまいります。よろしくお願いいたします。

株式会社

北日本ベストサポート
〒010-0967 秋田市高陽幸町8番17号 岸ビル内
TEL.018-883-1888 ㈹  FAX.018-883-1822
URL http://www.knbs.jp バリトン伊藤さん

千秋花火よろしく
お願い致します

明けましておめでとうございます

住宅リフォームのプロ集団

■お問い合わせ 0120-444-877

奥羽住宅産業株式会社

骨材（砂利・砂・砕石等）の販売から各種工事まで

秋  田  支  店	 秋田市川尻町字大川反 232-4　TEL 018-823-3791
秋田南営業所	 秋田市仁井田字古川向 144-1　TEL 018-839-9211
本　　　　社	 湯沢市字鶴舘 39-4　　　　　  TEL 0183-73-0188
Ｕ 　Ｒ　 Ｌ	 http://matsuda-group.jp/
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ご登録は「maga@akitacci.or.jp」宛てに企業名をお知らせください 【企画振興課 TEL.866-6679】

新議員さんの横顔
日本航空㈱秋田支店

支店長  山  中  謙  治 氏

弊社が平成３年７月に東京 - 秋田間の就航を
開始してから、今年で27年目となりました。現
在は、東京へ１日８便（４往復）、大阪へ４便（２
往復）、札幌へ４便（２往復）就航し、年間約55
万人の方々にご搭乗をいただいております。改め
まして深く御礼申し上げます。以前は如何に県
民を含む多くの方々に秋田からご出発をいただ
くかという事を主眼においておりましたが、昨今
は如何に秋田の魅力を国内外問わず多くの方々
に発信し来県いただき、そして堪能いただくかと
いう事も我々の大切な役目として取り組んでお
ります。

また、旅行形態が団体型から個人型へ変わりつ
つある中、ＳＮＳによる情報発信が大きな役割を
担います。弊社もＳＮＳの活用により、伝統、文
化、食、スポーツといった多くの魅力を持つ秋田
を告知していきたいと考えております。

私個人としても、学生時代にラグビーを志して
いた事もあり、ラグビー王国秋田の名を全国に轟
かせていきたいと思っております。

今後、県内各地様々な所にお伺いし、多くの
方々とお会いする事がこうした活動の糧となると
強く感じております。引き続き皆様からのご指
導をよろしくお願いいたします。

経営のヒント！経営のヒント！
中小企業ＮＥＷＳ／中小企業基盤整備機構
　中小企業に関わるすべての人に「今」必要な情
報をお届けする、中小機構運営のニュースサイト
です。是非ご活用ください。

経営に役立つ
サイトを紹介

検索中小企業ＮＥＷＳ

新入社員合同入社式（当所後援）

　平成31年3月新規学校卒業者で今春入社予定者を
対象とした、合同入社式への参加企業を募集しています。

☆日　　時　3月 27日（水）9：30～ 11：50
☆場　　所　秋田テルサ
☆参 加 費　1名につき2,500円
☆締　　切　3月 2日（土）
☆お問合せ　秋田雇用開発協会 TEL 895-5077

☞☞

☞

☞

☞は今月のとくとく情報便で詳細を確認できます

月日 行事 時間 場所

1/22 合同部会新年会
（建設・運輸交通・観光料飲・
情報通信）

18：00〜 ホテルメトロ
ポリタン秋田

1/24 情報通信部会「スマート
フォン決済導入セミナー」

13：30〜 秋田ビューホ
テル

県商工会議所女性会連合会
　起業家大賞表彰式
　新年祝賀会

15：30〜
16：30〜

秋田キャッス
ルホテル

1/29 常議員会
議員懇談会

11：00〜
12：00〜

秋田キャッス
ルホテル

2/5 企画政策委員会 13：00〜 当所 7 階
2/8 オンラインショップセミナー 13：30〜 秋田キャッス

ルホテル
2/12 運営委員会 13：30〜 当所 7 階
2/14 情報通信部会「働き方改革に

向けた中小企業支援セミナー
13：30〜 イヤタカ

2/15 消費税軽減税率対策セミナー 13：30〜 第一会館本館
2/19 クレジットカード・EC・QR

コード決済導入説明会
14：00〜 当所 7 階

働き方改革

社会保険労務士  高橋 朱実
社会保険労務士  冨沢 克次
社会保険労務士  武田 明子

秋田市卸町 1-3-2  秋ト協ビル
TEL 018-853-5005

中小企業活性化サポート

経営者目線で
支援しております。
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佐竹敬久知事  祝辞三浦廣巳会頭  年頭あいさつ正副会頭・専務理事でお出迎え 穂積志市長  祝辞

（公社）秋田青年会議所
林德彦理事長　乾杯

秋田を自らの手で創造する年に！
平成31年  新年祝賀会

　当所恒例の新年祝賀会を1月7日に秋田キャッスルホテルで開催し、会員・来賓ら約960人が一堂に会した。
来賓を代表し佐竹敬久知事と穂積志市長が祝辞を述べた後、鏡開きを行った。熱気に包まれた会場では、
参加者が新年の挨拶を交わし、新たな年の始まりを寿いだ。

進藤文仁青年部会長
中締

鏡開き
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